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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

※上記連結業績数値は、株式会社ジューテックの連結業績数値であります。 

(2) 連結財政状態 

※上記連結財政状態は、株式会社ジューテックの連結財政状態であります。 
 

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 60,816 △15.1 15 △87.1 108 △60.7 102 ―

21年3月期第2四半期 71,633 ― 116 ― 277 ― △311 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 8.60 ―

21年3月期第2四半期 △26.13 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 50,103 4,798 9.2 387.11
21年3月期 50,717 4,496 8.5 362.19

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  4,612百万円 21年3月期  4,316百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 3.00 ― 0.00 3.00
22年3月期 ― 0.00

22年3月期 
（予想）

― 3.00 3.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
（注）上記予想は、ジューテックホールディングス株式会社の平成22年３月期の通期業績予想（平成21年４月１日～平成22年３月31日）であります。また、当
第２四半期連結累計期間までの業績予想については、参考として個別（株式会社ジューテック）の業績予想についても公表しておりましたが、今後、個別業
績の開示対象となるジューテックホールディングス株式会社は、純粋持株会社であり、その業績の殆どがグループ会社間での内部取引によるものとなるた
め、個別業績予想の開示は省略いたします。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 125,000 △9.2 200 △29.2 350 △40.0 280 ― 23.50
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．通期連結業績予想は、平成21年５月11日に株式会社ジューテックが公表いたしました通期連結業績予想に、新たに修正を加えたジューテックホールデ
ィングス株式会社の通期連結業績予想を掲載しております。詳細については、４ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報
をご覧ください。 
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等につい
ては、４ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 11,971,350株 21年3月期  11,971,350株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  56,129株 21年3月期  54,432株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 11,915,648株 21年3月期第2四半期 11,924,617株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、各国において大型の景気刺激策が施行されたことな

どの影響により輸出が徐々に持ち直し、景気に回復の兆しが見られ始めた一方で、失業率の上昇傾向や所

得環境の悪化は継続しており、個人消費は依然として低調な推移となりました。 

住宅関連業界においては、住宅投資に対する減税処置や太陽光発電等の設置に対する助成の強化など、

プラス要因となる施策が順次施行されてきてはいるものの、雇用や景気の先行きに対する不安感などか

ら、住宅投資に対する消費者マインドは依然として弱含みであり、経営環境は厳しい状況が継続しており

ます。 

このような環境の中で当社グループは、オール電化関連商品、太陽光発電システム、ＦＳＣ認証合板な

どをはじめとした環境配慮商品の拡販のほか、異業種に対する販路開拓などを推進してまいりました。ま

た、販売先支援の充実を図るため、日々の業務から経営全般にわたる課題に対してさまざまな支援を提供

する「ジューテック住まいるクラブ」の展開強化などに努めてまいりました。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は60,816百万円（前年同四半期比10,817百万円減少）と

なりました。利益面は、期初においては損失予想でありましたが、売上総利益率の向上と全社的なコスト

削減に取組んだ結果、売上総利益率は前年同四半期に比して0.3ポイント向上し販管費合計は629百万円の

減少となり、営業利益が15百万円（前年同四半期比101万円減少）及び経常利益が108百万円（前年同四半

期比168百万円減少）と小幅ながら黒字確保となりました。四半期純利益は、固定資産の売却により特別

利益を94百万円計上したことなどから102百万円（前年同四半期は311百万円の四半期純損失）となりまし

た。 

  

① 資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比して614百万円減少の50,103百

万円となりました。これは主として、受取手形及び売掛金が3,252百万円増加した一方で、現金及び預

金が3,504百万円減少したことによるものであります。 

負債については、前連結会計年度末に比して915百万円減少の45,305百万円となりました。これは主と

して支払手形及び買掛金が3,154百万円及び長期借入金が1,439百万円それぞれ増加した一方で、短期借

入金が3,600百万円、１年内償還予定の社債が1,160百万円及び１年内返済予定の長期借入金が690百万

円それぞれ減少したことによるものであります。 

純資産については、前連結会計年度末に比して301百万円増加の4,798百万円となり、自己資本比率は

前連結会計年度末に比して0.7ポイント増加の9.2％となりました。 

  

② キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年

度末と比して3,521百万円減少の8,135百万円となりました。 

営業活動の結果、資金は544百万円の増加となりました。これは主として、税金等調整前四半期純利益

を203百万円計上したことに加え、仕入債務の増加額が3,178百万円及び未収入金の減少額が260百万円

あった一方で、売上債権の増加額が3,598百万円あったことによるものであります。 

投資活動の結果、資金は298百万円の増加となりました。これは主として、有形固定資産の売却による

収入が219百万円及び保険積立金の解約による収入が113百万円あったことによるものであります。 

財務活動の結果、資金は4,369百万円の減少となりました。これは主として、長期借入れによる収入が

2,118百万円あった一方で、短期借入金の純減額が3,600百万円、長期借入金の返済による支出が1,369

百万円及び社債の償還による支出が1,700百万円あったことによるものであります。 

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報
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当第２四半期の業績については、連結調整等の連結決算手続きを進めていくうえで、平成21年10月14日

に公表いたしました予想値から、経常利益が20.0％及び当期純利益が7.4％それぞれ増加する結果となり

ました。 

通期の業績予想については、当住宅関連業界の主要な指標のひとつであります新設住宅着工が、大きく

前年割れの推移となっており、住宅資材の需要低迷は長引く様子を呈してきていることなどから、連結売

上高については、平成21年５月11日付で株式会社ジューテックが公表いたしました予想数値から9,000百

万円減額の125,000百万円を見込んでおります。なお、利益面については、引き続き売上総利益率の向上

や全社的なコスト削減に努めることにより当初予想数値を確保できる見込みであり修正は行っておりませ

ん。 

また、当第２四半期連結累計期間までの業績予想については、参考として個別（株式会社ジューテッ

ク）の業績予想についても公表しておりましたが、今後、個別業績の開示対象となるジューテックホール

ディングス株式会社は、純粋持株会社であり、その業績の殆どがグループ会社間での内部取引によるもの

となるため、個別業績予想の開示は省略いたします。 

  
  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

① 会計処理基準に関する事項の変更 

完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事

契約に関する会計基準（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適

用し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、工期のごく短いもの等については工事完成

基準を適用し、その他の工事で当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が

認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を適用しておりま

す。 

 これによる、売上高、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありませ

ん。 

  

② 表示方法の変更 

（四半期連結貸借対照表） 

前第２四半期連結会計期間において、無形固定資産は、「のれん」及び「その他」に区分掲記して

おりましたが、金額的重要性を考慮し、第１四半期連結会計期間より無形固定資産の合計金額を「無

形固定資産」として表示しております。なお、当第２四半期連結会計期間の「無形固定資産」に含ま

れている「のれん」は45百万円であります。 

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,152 11,656

受取手形及び売掛金 26,384 23,132

商品 1,865 2,157

未成工事支出金 445 275

その他 2,453 2,657

貸倒引当金 △1,764 △1,758

流動資産合計 37,537 38,120

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,440 1,534

土地 7,990 8,069

その他（純額） 149 122

有形固定資産合計 9,580 9,725

無形固定資産 312 353

投資その他の資産   

投資有価証券 1,117 829

その他 2,656 2,771

貸倒引当金 △1,101 △1,082

投資その他の資産合計 2,672 2,517

固定資産合計 12,566 12,597

資産合計 50,103 50,717
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 35,326 32,172

1年内償還予定の社債 1,040 2,200

短期借入金 1,600 5,200

1年内返済予定の長期借入金 1,082 1,772

未払法人税等 65 69

賞与引当金 231 223

その他の引当金 5 6

その他 941 782

流動負債合計 40,292 42,426

固定負債   

社債 160 500

長期借入金 3,327 1,888

役員退職慰労引当金 193 209

その他の引当金 42 38

負ののれん 1 1

その他 1,288 1,156

固定負債合計 5,012 3,794

負債合計 45,305 46,220

純資産の部   

株主資本   

資本金 850 850

資本剰余金 294 294

利益剰余金 3,348 3,237

自己株式 △19 △19

株主資本合計 4,473 4,362

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 153 △30

繰延ヘッジ損益 △14 △14

評価・換算差額等合計 139 △45

少数株主持分 185 180

純資産合計 4,798 4,496

負債純資産合計 50,103 50,717
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 71,633 60,816

売上原価 65,697 55,610

売上総利益 5,936 5,205

販売費及び一般管理費   

運賃及び荷造費 787 691

貸倒引当金繰入額 54 59

給料 1,871 1,848

賞与引当金繰入額 379 217

役員賞与引当金繰入額 6 2

役員退職慰労引当金繰入額 14 12

退職給付費用 125 118

賃借料 507 480

減価償却費 115 113

その他 1,956 1,646

販売費及び一般管理費合計 5,820 5,190

営業利益 116 15

営業外収益   

受取利息 9 13

受取配当金 16 12

仕入割引 223 155

不動産賃貸料 71 70

その他 88 76

営業外収益合計 409 328

営業外費用   

支払利息 70 76

手形売却損 26 26

売上割引 138 113

その他 13 18

営業外費用合計 248 234

経常利益 277 108

特別利益   

固定資産売却益 7 94

特別利益合計 7 94

特別損失   

たな卸資産評価損 47 －

貸倒引当金繰入額 616 －

その他 55 －

特別損失合計 719 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△434 203

法人税、住民税及び事業税 39 43

法人税等調整額 △169 49

法人税等合計 △129 93

少数株主利益 6 7

四半期純利益又は四半期純損失（△） △311 102
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△434 203

減価償却費 141 134

貸倒引当金の増減額（△は減少） 671 59

賞与引当金の増減額（△は減少） △8 8

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △115 △16

受取利息及び受取配当金 △26 △26

仕入割引 △223 △155

支払利息及び手形売却損 96 102

売上割引 138 113

有形固定資産売却損益（△は益） － △94

売上債権の増減額（△は増加） △5,528 △3,598

たな卸資産の増減額（△は増加） △441 121

未収入金の増減額（△は増加） 150 260

仕入債務の増減額（△は減少） 2,528 3,178

その他 48 261

小計 △3,003 551

利息及び配当金の受取額 26 24

仕入割引の受取額 143 130

利息の支払額 △70 △84

手形売却に伴う支払額 △26 △26

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 145 △51

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,785 544

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △27 △54

有形固定資産の売却による収入 12 219

無形固定資産の取得による支出 △10 △2

投資有価証券の取得による支出 △36 △9

投資有価証券の売却による収入 17 4

保険積立金の解約による収入 － 113

その他 52 27

投資活動によるキャッシュ・フロー 7 298

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,160 △3,600

長期借入れによる収入 500 2,118

長期借入金の返済による支出 △920 △1,369

社債の発行による収入 － 197

社債の償還による支出 － △1,700

配当金の支払額 △35 －

少数株主への配当金の支払額 △2 △2

その他 0 △13

財務活動によるキャッシュ・フロー 701 △4,369

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,075 △3,525

現金及び現金同等物の期首残高 8,874 11,656

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ 4

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,798 8,135
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該当事項はありません。 

  

【事業の種類別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累

計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日)において、全セグメントの売上高の合計、営業

利益金額の合計額に占める「卸売事業」の割合がいずれも90％を超えているため、記載を省略しており

ます。 

  

【所在地別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累

計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日)において、本邦以外の国または地域に所在する

連結子会社がないため、該当事項はありません。 

  

【海外売上高】 

前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累

計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日)において、海外売上高がないため、該当事項は

ありません。 

  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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